２　認定調査員向けe-ラーニング問題集






　

＜e－ラーニングとは＞
e-ラーニングは、認定調査員のための、インターネット上で提供される自己学習支援システムです。
認定調査員テキスト等がより正確に理解できる問題で構成され、３００問の中からランダムに２０問出題されるので、反復的な学習が可能です。日頃の認定調査の振り返りに活用してください。
　登録すると、自宅のパソコンからも利用が可能です。

　＜利用するには＞
①区市町村が受講者の登録を行います。
②登録後、区市町村より受講者専用のＩＤとパスワードの連絡があります。
③下記のアドレスにアクセスし、ＩＤとパスワードを入力するとログインできます。

厚生労働省要介護認定適正化事業事務局アドレス：Kaigo@nintei.net
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アドレスからアクセス後、画面で矢印の項目をクリックし、
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問題集　初学者問題
問１　 【要介護認定の基本設計】（）に当てはまる言葉を選んでください。
　　　　 要介護認定は、一次判定ソフトによる判定から、介護認定審査会における認定まで、原則として、（　）の判断によって審査が行われる。
　　　 　◎ 介護の手間
　　　　 ◎ 身体の状態像
　　　　 ◎ 身体の能力

問２   【評価軸】正しければ○、誤っていれば×を選択してください。
　　　　「麻痺」「寝返り」「歩行」「洗身」「つめ切り」など『１群』はすべて能力で評価する基本
調査項目である。
　　　　　　 ◎ ○
　　　　 ◎ ×

問３　  【評価軸】「移乗」「ズボン等の着脱」[簡単な調理」は、どの評価軸の項目ですか。
　　　　 ◎ 介助の方法
　　　　 ◎ 能力
　　　　 ◎ 有無

問４　　 【特記事項】介護の手間の平均的な出現頻度の記載方法について、最も適切なものは次のどれ
ですか。
　　　　 ◎ 頻繁に
　　　　 ◎ 週２回
　　　　 ◎ ときどき

問５　　【能力】基本調査で、どの選択肢を選択すればよいですか。
　　　　 「寝返り」「起き上がり」「歩行」などを、習慣的に体を支える目的ではなく、自分の体の一部を支えにして、行うことができる。
◎ つかまらないでできる
　　　　 ◎ 何かにつかまればできる
　　　　 ◎ できない


問６　　【介助の方法】（　）に当てはまる言葉を選んでください。
　　　　 基本調査では、「一定期間」（　）の状況において、より頻回に見られる状況に基づき選択する。（つめ切りを除く。）
 ◎ 調査日より概ね過去１か月
　　　　 ◎ 調査日より概ね過去２週間
　　　　 ◎ 調査日より概ね過去１週間

問７　　【有無（ＢＰＳＤ関連）】（　）に当てはまる言葉を選んでください。
　　　　 ＢＰＳＤ関連の基本調査項目では、（　）が発生しているかどうかで選択する。
◎ 行動
　　　　 ◎ 介護の手間
　　　　 ◎ 日常生活上の支障













































問８　　【有無（過去１４日間に受けた特別な医療）】（　）に当てはまる言葉を選んでください。
　　　　（　）により行われる特別な医療は該当しない。（ただし、すべて医師の指示に基づく。）
◎ 看護師
　　　　 ◎ 家族
　　　　 ◎ 必要な研修を修了した介護福祉士

問９　　　【1-４起き上がり】基本調査で、どの選択肢を選択すれば良いですか。　
　　　　 体を支える目的ではなく、習慣的にベッド上に手をついて起き上がる。
◎ つかまらないでできる。
◎ 何かにつかまればできる
◎ できない

問１０　【1-7歩行】基本調査で、どの選択肢を選択すれば良いですか。　
　　　　　  途中で座り込み休憩しつつ、何かにつかまれば５m歩くことができる。
◎ できる
　　　　 ◎ 何かにつかまればできる
　　　　 ◎ できない

問１１　【1-12視力】（　）に当てはまる言葉を選んでください。
　　　　「視力」は（　）かどうかで評価する。
◎ 見える
　　　　 ◎ 見えないことで日常生活上支障がある
　　　　 ◎ 見えないことで介助が発生している

問１２　【3-4短期記憶】
　　　　 調査当日の状況と日頃の状況が異なる場合について、正しいものはどれですか。
◎ 調査日の状況で選択する
　　　　 ◎ より頻回な状況で選択する
　　　　 ◎ もっとも能力が低下した状態で選択する

問１３　【1-10洗身】
　　　　 洗髪や入浴は「洗身」に含まれますか。
◎ 洗髪や入浴も含まれる。
　　　　 ◎ 入浴のみ含まれる。
　　　　 ◎ 洗髪も入浴も含まれない。

問１４　【2-2移動】
室内は自力で移動しているが、週2回の通院外出時は一部介助が行われている。この場合、
正しいものはどれですか。（ただし、不適切な状況にはないものとします。）
◎「介助されていない」を選択し、外出時の介助は「特記事項」に記載する。
　　　　 ◎ 室内移動時と外出時の中間を取って「見守り」を選択する。
　　　　 ◎「一部介助」を選択し、室内の状況は「特記事項」に記載する。














































　　　　


問１５  【2-4食事摂取】基本調査で、どの選択肢を選択すれば良いですか。　
　　　　 中心静脈栄養のみで、経口での食事は全く摂っていない。（ただし、不適切な状況にはないものとします。）
◎ 全介助
◎ 介助されていない
◎ 見守り等

問１６  【2-4食事摂取】（　）に当てはまる言葉を選んでください。
　　　  「食事摂取」は、通常の経口摂取の場合では、（　）の行為のことである。（ただし、不適切
な状況にはないものとします。）
◎ 食堂に移動し、食事を口に入れるまで
　　　　   ◎ 食事の配膳から後片付けまで
　　　　   ◎ 配膳後の食器から食事を口に入れるまで

問１７　【1-1麻痺等の有無】（　）に当てはまる言葉を選んでください。
　　　　   座位による上肢の麻痺等の確認動作で（　）できなければ「麻痺あり」とする。
◎ 前方もしくは横のどちらかが
　　　　   ◎ 前方・横ともに

問１８　【1-1麻痺等の有無】
　　　　   四肢が欠損して確認動作が行えない場合、基本調査ではどれを選択しますか。 
◎「欠損している部位」と「その他」を選択する。
　　　　   ◎「欠損している部位」を選択する。
　　　　   ◎「その他」を選択する。

問１９　【4-5同じ話をする】（　）に当てはまる言葉を選んでください。　
　　　　 基本調査の選択肢の選択では、単に同じ話をすることではなく、（　）かどうかで選択する。
◎ 場面や目的からみて不適当な行動がある。
　　　　   ◎ 介護の手間が発生している。
　　　　   ◎ 周囲が迷惑している。

問２０　【4-15話がまとまらない】
　　　　 家族によると、話していることに整合性がなくなっているように感じることもあるが、「会
話が成立しない」というほどはないとのこと。家族は対象者が1人にならないように見守っ
ており、ほとんど外出することができない。この場合、最も適切なものはどれですか。
◎ 介護の手間があるので「ある」を選択する。
　　　　   ◎「ない」と「ある」の中間をとって「ときどきある」を選択する。
　　　　   ◎「ない」を選択し、特記事項に介護の手間を記載する。












































認定調査員向けe-ラーニング問題集
（回答・解説）















問題集　初学者問題
　　　　　　　　　　



	




	　　　レーダーチャートが表示される











　　　



回答終了しました。

　　　　　　　　　※InterneteExplorer11をご利用の場合はグラフの表示には以下の設定が必要です。
　　　　　　　　　 （１）InterneteExplorer11でhttp://www.e－nintei.net/にアクセスします。
　　　　　　　　　 （２）InterneteExplorer11の画面右上の[ツール]ボタンをクリックし、[互換表示設定]をクリックします。
　　　　　　　　　 （３）[追加するＷｅｂサイト]で、一覧に追加するサイトのＵＲＬ（e－nintei.net）が入力されていますので、
　　　　　　　　　　そのまま[追加]をクリックします。
　　　　　　　　　 （４）互換表示に追加したＷｅｂサイトに追加されたことを確認する。

　　　　　　　個人別重点ドリルに登録したい問題にチェックを入れ、【個人別重点ドリルへ登録する】
ボタンをクリックしてください。
　　　　　　　個人別重点ドリルへ登録する

	


問１　 　 　【要介護認定の基本設計】（）に当てはまる言葉を選んでください。
　　　　　　　　 要介護認定は、一次判定ソフトによる判定から、介護認定審査会における認定まで、原則
として、（　）の判断によって審査が行われる。
　　　 　　   　　　　◉ 介護の手間
 ◎ 身体の状態像
◎ 身体の能力

【解説】【要介護認定について】
　　　　　　　　　　要介護認定は、原則として、要介護認定等基準時間と呼ばれる「介護の手間」の判断によ
って審査が行われます。
この審査の考え方は、制度が実施されてから、今日まで変わっていません。







問２　 　 　【評価軸】正しければ○、誤っていれば×を選択してください。
　　　　　　　　「麻痺」「寝返り」「歩行」「洗身」「つめ切り」など『１群』はすべて能力で評価する基本調査
項目である。
◎ ○
◉ × 
　　　　 
【解説】【３つの評価軸について】
　　　　　         １群の「麻痺」は“有無”、「寝返り」「歩行」は“能力”「洗身」「つめ切り」は“介
助の方法”で評価する基本調査項目です。



問３　 　 　【評価軸】
「移乗」「ズボン等の着脱」[簡単な調理」は、どの評価軸の項目ですか。
         ◉ 介助の方法
         ◎ 能力
         ◎ 有無
　　　　
【解説】【３つの評価軸について（介助の方法）】
　　　　          “介助の方法”で評価する基本調査項目としては、この他、「排尿」「排便」「食事摂取」「買
い物」などがあります。



問４　 　 　【特記事項】
介護の手間の平均的な出現頻度の記載方法について、最も適切なものは次のどれですか。
　　　　         ◎ 頻繁に
　　　　         ◉ 週２回
　　　　         ◎ ときどき

【解説】【頻度の記載方法】
　　　　          「ときどき」「頻繁に」のように、人によってイメージする量が一定でない言葉を用いること
は望ましくありません。平均的な手間の出現頻度について週に2、3回というように数量を
用いて具体的な頻度を記載します。　



問５　 　 　【能力】基本調査で、どの選択肢を選択すればよいですか。
　　　　          「寝返り」「起き上がり」「歩行」などを、習慣的に体を支える目的ではなく、自分の体の一部を
支えにして、行うことができる。
◎ つかまらないでできる
　　　　         ◉ 何かにつかまればできる
　　　　         ◎ できない


【解説】【自分の体を支えにして行う場合】
　　　　           自分の体の一部を支えとしている場合は、「何かにつかまればできる」等を選択します。　





問６　 　 　【介助の方法】（　）に当てはまる言葉を選んでください。

　　　　         基本調査では、「一定期間」（　）の状況において、より頻回に見られる状況に基づき選択する。
（つめ切りを除く。）
         ◎ 調査日より概ね過去１か月
　　　　         ◎ 調査日より概ね過去２週間
　　　　         ◉ 調査日より概ね過去１週間


【解説】【頻回について】
　　　　           基本調査では、一定期間（調査日より概ね過去1週間）の状況において、より頻回に
見られる状況に基づき選択を行います。（つめ切りは調査日より概ね過去1か月。）
　　　　           その場合、その日頃の状況について等について、具体的な内容を特記事項に記載します。



問７　 　 　【有無（ＢＰＳＤ関連）】（　）に当てはまる言葉を選んでください。
　　　　          ＢＰＳＤ関連の基本調査項目では、（　）が発生しているかどうかで選択する。
◉ 行動
　　　　         ◎ 介護の手間
　　　　         ◎ 日常生活上の支障


【解説】【基本調査について】
　　　　           ＢＰＳＤ関連の基本調査項目は、過去1か月間の状況から、現在の環境でその行動が現
れたかどうかに基づいて選択します。
　　　　           一定期間（調査日より概ね過去1か月間）の状況において、それらの行動がどの程度発
生しているのかについて、頻度に基づき選択します。



問８　 　 　【有無（過去１４日間に受けた特別な医療）】（　）に当てはまる言葉を選んでくだ
さい。
　　　　        （　）により行われる特別な医療は該当しない。（ただし、すべて医師の指示に基づく。）
◎ 看護師
　　　　         ◉ 家族
　　　　         ◎ 必要な研修を修了した介護福祉士


【解説】【特別な医療の定義】
　　　　          医師、または、医師の指示に基づき看護師等によって実施される医療行為に限定されます。
家族、介護職種の行う類似の行為は含みませんが、「７．気管切開の処置」における開口
部からの喀痰吸引（気管カニューレ内部の喀痰吸引に限る）及び「９．経管栄養」につい
ては、必要な研修を修了した介護職種が医師の指示のもとに行う行為も含みます。

        

問９　 　 　【1-４起き上がり】基本調査で、どの選択肢を選択すれば良いですか。　
　　　　         体を支える目的ではなく、習慣的にベッド上に手をついて起き上がる。
◉ つかまらないでできる。
◎ 何かにつかまればできる
◎ できない



【解説】【起き上がりの選択基準】
　　　　          何もつかまらないで自力で起き上がることができる場合は、「つかまらないでできる」を
選択します。習慣的に、体を支える目的ではなく、ベッド上に手や肘をつきながら起き上
がる場合も「つかまらないでできる」を選択します。






問１０　 　  【1-7歩行】基本調査で、どの選択肢を選択すれば良いですか。　
　　　　　          途中で座り込み休憩しつつ、何かにつかまれば５m歩くことができる。
◎ できる
　　　　         ◎ 何かにつかまればできる
　　　　         ◉ できない


【解説】【歩行の選択基準】
　　　　          途中で座り込み休憩しないと連続して５ｍ歩くことができない場合は、「できない」を選
択します。
また、「２ｍから３ｍ」しか歩けない場合も「できない」を選択します。



問１１　 　  【1-12視力】（　）に当てはまる言葉を選んでください。
　　　　        「視力」は（　）かどうかで評価する。
◉ 見える
　　　　         ◎ 見えないことで日常生活上支障がある
　　　　         ◎ 見えないことで介助が発生している


【解説】【視力の定義】
　　　　         「視力」とは、見えるかどうかの“能力”を評価する基本調査項目です。
その行為ができないことによって介助が発生しているかどうか、あるいは日常生活上の支
障があるかないかは、基本調査項目の選択基準に含まれません。



問１２　 　  【3-4短期記憶】
　　　　         調査当日の状況と日頃の状況が異なる場合について、正しいものはどれですか。
◎ 調査日の状況で選択する
　　　　         ◉ より頻回な状況で選択する
　　　　         ◎ もっとも能力が低下した状態で選択する


【解説】【実際に行ってもらった状況と、日頃の状況とが異なる場合】
　　　　          基本調査では、一定期間（調査日より概ね過去1週間）の状況において、より頻回な状況
に基づき選択を行います。その場合、調査当日の状況と日頃の状況との違い、選択した根
拠等について、具体的な内容を特記事項に記載します。






問１３　 　  【1-10洗身】

　　　　         洗髪や入浴は「洗身」に含まれますか。
◎ 洗髪や入浴も含まれる。
　　　　         ◎ 入浴のみ含まれる。
◉ 洗髪も入浴も含まれない。

【解説】【洗身の定義】
　　　　         「洗身」とは、浴室内（洗い場や浴槽内）で、スポンジや手拭い等に石鹸やボディシャンプ
ー等を付けて全身を洗うことに“介助”が行われているかどうかを評価する項目です。洗髪
行為、入浴行為は、含みません。



問１４　 　  【2-2移動】
室内は自力で移動しているが、週2回の通院外出時は一部介助が行われている。この場合、
正しいものはどれですか。（ただし、不適切な状況にはないものとします。）
◉「介助されていない」を選択し、外出時の介助は「特記事項」に記載する。
　　　　         ◎ 室内移動時と外出時の中間を取って「見守り」を選択する。
　　　　         ◎「一部介助」を選択し、室内の状況は「特記事項」に記載する。


【解説】【調査上の留意点】
　　　　       「移動」は、日常生活において、食事や排泄、入浴等で、必要な場所への移動にあたって、
“介助”が行われているかどうかを評価する項目です。なお、外出行為に関しては含みません。
　　　　        また、記載内容が選択肢の選択基準に含まれていないことであっても、介護の手間に関系す
る内容があれば、特記事項に記載することが重要です。



問１５　 　  【2-4食事摂取】基本調査で、どの選択肢を選択すれば良いですか。　
　　　　         中心静脈栄養のみで、経口での食事は全く摂っていない。（ただし、不適切な状況にはない
ものとします。）
◉ 全介助
◎ 介助されていない
◎ 見守り


【解説】【食事摂取の選択基準】
　　　　         経管栄養、中心静脈栄養のための“介助”が行われている場合は、「全介助」を選択します。
特別な医療の要件にも該当する場合は、両方に選択を行います。




問１６　 　  【2-4食事摂取】（　）に当てはまる言葉を選んでください。
「食事摂取」は、通常の経口摂取の場合では、（　）の行為のことである。（ただし、不適切な
状況にはないものとします。）
◎ 食堂に移動し、食事を口に入れるまで
◎ 食事の配膳から後片付けまで
◉ 配膳後の食器から食事を口に入れるまで



【解説】【食事摂取の定義】
　　　　        「食事摂取」の“介助”が行われているかどうかを評価する項目です。
通常の経口摂取の場合は、配膳後の食器から口に入れるまでの行為のことです。
調理、配膳、後片付け、食べこぼしの掃除、椅子に座らせる等は含みません。




問１７　 　　【1-1麻痺等の有無】（　）に当てはまる言葉を選んでください。
　　　　          座位による上肢の麻痺等の確認動作で（　）できなければ「麻痺あり」とする。
◉ 前方もしくは横のどちらかが
◎ 前方・横ともに



【解説】【上肢の麻痺等の確認動作】
　　　　          座位の場合は、肘関節を伸ばしたままで腕を前方及び横に、自分で持ち上げ、静止した
状態で保持できるかどうかを確認します。どちらかができなければ「あり」とします。



問１８　 　　【1-1麻痺等の有無】
　　　　         四肢が欠損して確認動作が行えない場合、基本調査ではどれを選択しますか。
◉「欠損している部位」と「その他」を選択する。
◎「欠損している部位」を選択する。
◎「その他」を選択する。


【解説】【調査上の留意点】
　　　　          四肢のいずれかが欠損している場合の選択肢の選択においては、「その他（四肢の欠損
）」を選択します。さらに、欠損によって目的とする確認動作が行えない場合は、欠損
している部位の選択肢も選択します。



問１９　 　　【4-5同じ話をする】（　）に当てはまる言葉を選んでください。　
　　　　       基本調査の選択肢の選択では、単に同じ話をすることではなく、（　）かどうかで選択
する。
◉ 場面や目的からみて不適当な行動がある。
◎ 介護の手間が発生している。
◎ 周囲が迷惑している。


【解説】【「同じ話をする」の定義】
　　　　          基本調査は、「しつこく同じ話をする」行動の頻度を評価します。もともと、性格や生
活習慣から、単に同じ話をすることではありません。
対象者への対応や介護の手間の状況については、特記事項に頻度とともに記載し、介護認
定審査会の二次判定の判断を仰ぐことが重要です。



問２０　 　　【4-15話がまとまらない】
　　　          家族によると、話していることに整合性がなくなっているように感じることもあるが、
「会話が成立しない」というほどはないとのこと。家族は対象者が1人にならないように
見守っており、ほとんど外出することができない。この場合、最も適切なものはどれです
か。
◎ 介護の手間があるので「ある」を選択する。
◎「ない」と「ある」の中間をとって「ときどきある」を選択する。
◉「ない」を選択し、特記事項に介護の手間を記載する。


【解説】【調査上の留意点】
　　　　         「話がまとまらない」については、当該行動があったか、なかったかという事実が評価の
基準となり、実際の対応や介護の手間とは関係なく選択します。
ＢＰＳＤ関連の基本調査項目はその有無だけでが介護の手間が発生しているかどうかは
必ずしも判断できないため、二次判定で介護の手間を適切に評価するためには、特記事
項に、それらの有無によって発生している介護の手間を、頻度もあわせて記載する必要
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